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 大学の理念・概要

大学の理念
学校法人金沢工業大学　理事長

泉屋 吉郎

本学園の使命
　日本の学校教育法は「大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、

知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。」「高等専門学校は、深く専門の学芸を教授し、職

業に必要な能力を育成することを目的とする。」と述べています。

　また、アメリカの故ケネディ大統領は、1963 年 6 月 10 日アメリカン大学の卒業式において『平和の戦略』

と題する演説を行いましたが、この演説はあの有名なリンカーン大統領の『ゲチスバーク演説』に比すべき歴史

的名演説といわれています。彼はその中で、

「この地上にあるもので大学ほど美しいものはないであろう。大学は無知を憎む人々が知ることに努め、真理を

知っている人々が、他の人々の眼を開かせようと努める場であるからである。」

と、彼らしい格調の高い言葉を引用して大学の使命を語っています。

　これら二つの表現において、学校教育法は学理的に、ケネディ大統領は高踏的に、それぞれ大学の使命を定義

づけています。たしかに、大学は学術の中心であって、常に高度の教育実践と斬新な研究活動を行い、日本及び

世界学術の進歩と国際文化の向上に寄与することを使命とし、高等専門学校は、産業日本の発展を担う優秀な技

術者を育成することを使命としているのであります。

教育原理の焦点
　さらに、一般的教育とは、哲学者フィヒテの唱えるように、人間自身を形成することであり、人間を彼自身た

らしめることであります。また、教育学者ナトルプのいうように人格を陶冶することであります。陶冶とは個人

の完全なる形成を意味します。

　それゆえ、学園の使命を具体的に挙げれば、人間形成、学術探究及び職業教育の三つの項目を数えることがで

きます。この三つの項目は、いずれも重要な意義を持っていますが、窮極においては、人間形成に重点を置いて

いるのであります。要するに、学術研究、職業教育によっても人間形成は可能ではありますが、人間形成を除外

して、学術探究も職業教育もありえないのであります。したがって、使命の本質は、最高の知能と深奥な教養の

ある指導的人間の育成の場であると断言してよいと思うのであります。

　このように、学園を人間形成の場として重視すれば、学生生活はただ単に教室、実験室及び図書館にのみある

のではなくて、その文化活動、体育奨励、寮生活の指導、厚生施設、衛生管理、生活相談及び就職斡旋などあら

ゆる部門、すなわち常住坐臥そのものが重要な意義を持つことになります。

建学綱領
高邁な人間形成
我が国の文化を探究し、高い道徳心と広い国際感覚を有する創造的で個性豊かな技術者・研究者を育成します。

深遠な技術革新
我が国の技術革新に寄与するとともに、将来の科学技術振興に柔軟に対応する技術者・研究者を育成します。

雄大な産学協同
我が国の産業界が求めるテーマを積極的に追究し、広く開かれた学園として地域社会に貢献します。
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 大学の理念・概要

学園共同体の倫理
　以上の観点に立てば、人間形成ということは、官学たると私学たるとを問わず、およそ共通の最大の使命であ

りますが、特に私学においては、教育の担当者は、ひとり教授のみならず、広く理事者及び職員をも含むべきこ

とを理解せねばなりません。したがって、本学園においては学生・理事・教職員一体の学園共同体を築き上げる

ことによって、真に人間形成の場となし、民主主義日本の期待する人間像の生まれ出る温床とすべきであります。

　しかも、私学は官学に比較して、私立学校法によって一定の基準を守り、監督を受けねばならないとしても、

複雑な法的規制や煩瑣な官僚統制を免れて、はるかに自由な立場にあります。戦前においては、私学に対する当

局の監督統制は、今日よりは、はるかに厳格を極めていましたが、それにもかかわらず、私学は、それぞれ独自

の伝統と堅実な学風を育て上げたのであります。

　いずれの私学においても、その経営の企画と財政の確立のために多大の苦慮を払いながら、なおかつ香り高き

矜持を失わないのは、実にこの自由の立場が存在するからであります。それゆえにこそ、本学園においては、技

術時代に先駆する革新的な産学協同方策を高く旗標として掲げて、経営管理の最高責任者である理事会は、教育

研究の直接担当者である教職員及び研学当事者である学生の全面的な協調を得て、その抱負経綸を実現するため、

私学の特長を遺憾なく発揮して縦横自在な活動を行い、高邁な学風を築かんとするものであります。

　見られよ。古き校史に彩られた私学の中には、その創設者の人格と識見によって建立され、長き歳月と烈しい

風雪に耐えて鍛え上げられ、独自の伝統と質実な学風を誇っているものが数多く存在しているのであります。例

えば早稲田大学における大隈精神、慶應義塾大学における福澤精神、また、同志社大学における新島精神のごと

きであります。本学園においても、ここに述べる建学綱領を基盤として日本の学界に垂範する崇敬に値する風格

を樹立せねばなりません。

われらの行く栄光の道
　戦後におけるわが日本の経済的発展は、敗戦というおなじ運命を辿りともに復興の道を進んだ西ドイツの奇蹟

的発展を、はるかに凌駕する神秘的発展を遂げたのであります。この偉大な成果は日本人の知能と技術と勤勉の

総合的所産であります。

　いまや、本学園はこの偉大な民族的栄光をバックボーンとして、郷土石川県、北陸三県、中部圏及び日本海沿

岸地区の地域開発のための学術的母体と技術的基地の主役を演ずるとともに、さらに世界市場に挑戦する産業日

本の要求する最優秀な技術者と最上級の経営者を養成すべき重責を双肩に担っているのであります。

　進んで将来は、現代アメリカの科学技術の聖地ともいうべきマサチューセッツ工科大学の運営方針に学んで、

日本の宇宙開発より産業社会学に至るまで、最高水準を誇る第一流の学園たらしめんとする大志を実現して、民

主主義日本の学界に偉大な栄光を捧げんとするものであります。われわれは、この国家的至上使命を遂行するた

めに本学園のあらゆる機能を結集して、その共同的総力を挙げて精進する決意を持たなければなりません。
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教育研究方針
金沢工業大学　学長

大澤  敏

　金沢工業大学は、建学の綱領である「人間形成」、「技術革新」、「産学協同」の基に、人間力豊かで、「自ら考

え行動する高度な技術者の育成」を教育目標としています。

　科学技術創造立国として日本が世界をリードし、成長し続けるためには、イノベーションを絶え間なく創造で

きる人材の育成が求められています。このような社会的な要請に伴い、我が国の理工科系高等教育の主体は既に

学士課程教育から大学院教育に移行していることも踏まえつつ、本学では、学部・大学院共に、学生がそれぞれ

の夢やビジョンを主体的に実現してゆくための多様な教育システムを用意しています。

　金沢工業大学という学びの場において、高い志をもって、自然や人間に対する認識を深め科学的並びに工学的

能力や感性を磨くと共に、予測困難な時代に身をもって当たり、各自の創造的挑戦を形あるものにすることで、

各学生がきらめくような成長を遂げることを願っています。

「学力×人間力＝総合力」　知識を知恵に変換する教育

　本学の教育は教職員と学生との共同作業であり、教える側と学ぶ側との連携や協同があって、はじめて教育の

成果につながると考えています。学生の持っている能力や意欲を引き出し、後押ししてゆくことが教育の本質で

あり「学生が教えられる側から教える側の立場になる仕組み（教え合いの仕組み）」は極めて有効な教育手法に

なります。この精神は「教学半」（きょうがくなかば）という中国の古典の礼記として学内に掲げられています。

これは、人に教える立場にある者は学ぶ者に数倍する力量をもたねばならぬ、との意味です。

　また、科学技術が急速に進展する今日の社会においては、高等教育で得られた各分野の専門的な「学力」は勿

論、多様な分野や世代の異なる人達と協力してチームの中で力を発揮できる「人間力」が求められます。授業（正

課）では「学力（基礎力と専門力）」、プロジェクト活動等を含む正課外では「人間力（社会で活躍することので

きる力）」を高め、総合力（＝「学力」×「人間力」）を効果的に身につけて将来の夢やビジョンの実現につなげ

てほしく思います。「総合力」には「学力」と「人間力」を統合し知識を知恵に変える能力が含まれており、以

下に示す学習プロセスを繰り返し行いながら、知識を応用できる能力を身につけていくことを常に念頭において

行動してください。

　正課や正課外活動における能動的な学習プロセス

　①基礎知識や専門知識を修得する

　②知識を基にいろいろな角度から、場合によってはチーム活動として、考え、推論し、創造する

　③修得した事がらを表現、発表、伝達する

　④総合的に評価を受ける
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アクティブでオープンなキャンパスに
　学生の能動的で主体的な学修の促進と学修意欲の触発を推進するためには、上述した理念や教育目標を踏まえ

たうえで、正課と正課外活動が密接に連動し、学生の学びの場の提供、地域社会や産学連携などにより、学生と

社会が共に成長を図るための協同と、これらを支援するキャンパス環境の構築が必要です。本学では、学生が主

体的に学ぶための各種教育支援センターや地域・産学共創のプロジェクト活動などを整備しています。学力と共

にコミュニケーション力や協働する力、学習への取り組みの姿勢や意欲、社会に出てから必要とされるコラボレー

ション力や共創・協同の能力を育成するために、「正課×正課外」教育を通じて能動的な学びの場とするアクティ

ブでオープンなキャンパスの構築を目指しています。

　本学が推進する「正課×正課外」教育とは、正課の授業内容と社会との関わりを学生が実感できるようにする

ことであり、正課で身につけた「学力」を正課外のプロジェクト活動等で「活用」することで能力や意欲を引き

出し、それらを正課の授業にフィードバックすることで学生の成長へと導く環境を提供する教育システムのこと

です。「正課×正課外」教育では、世代の異なる社会人あるいは文化の異なる外国人と共に学ぶ仕組みも含まれ

ています。

　大学院では、自らのより一層の視野の拡大と研鑽に努めることを推奨し、科学技術が急速に進展する今日の社

会において、予測困難な時代に果敢に挑戦し、柔軟に対応できるイノベーターの育成に軸足を置いた教育・研究

を展開しています。新しい知識や知見を探求し、創造的活動を通して世界に通用する研究者や高度専門技術者と

して成長してほしく思います。

　博士前期課程（修士課程）では、自分の専門領域における基礎と応用を学ぶと同時に、研究テーマの設定から、

研究・開発の手法までを主体的に学び、専門家としてのバックボーンを確かなものにします。その上で、分野の

異なる専門家とコラボレーションできる能力を身につけます。社会との接点を強く持ちながら、国際社会におい

ても活躍できるプロフェッショナルとしての倫理観の育成や行動設計の明確化などを図ります。

　博士後期課程においては、自立して研究活動ができることに加え、高度な専門領域において世界で活躍できる

技術者・研究者を目指します。国内外の研究開発や産業界のニーズを的確に捉えるための視野を持ち、海外の大

学や企業の研究者と協働できる能力や国際会議等におけるディベート力を育成します。

大学院でのさらなる成長

　学生の主体的な学びが実現できる学修環境空間（ワークスペース）、教育支援センター、アクティブ・ラーニ

ングや「正課×正課外」活動を実践するための学生ステーション、ライブラリーセンター、イノベーション＆デ

ザインスタジオ、夢考房などの教育設備やシステム、プロジェクトなどを積極的に活用して、学生生活を実り多

いものにしてください。みなさんが創造力豊かな技術者になるための基礎および専門知識とその活用プロセスを

自ら学び、それを応用して高度技術化社会で大いに活躍されることを切に望みます。

期待　学生時代を実り多いものに
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教育システム
教務部長

森本  喜隆

　人間力豊かで、自ら考え行動する技術者を育成するために、課程、学部、学科には、それぞれの教育目標があ

り、科目群、ひとつひとつの科目にも学習・教育目標があります。

（入学時に配付されている Curriculum Guide Book 2020 を参照してください）

　本学は、基礎知識や専門知識を修得することにより身につく「学力」と、多様な分野や世代の異なる方々と協

働することで身につく「人間力」の両方をバランス良く兼ね備えた能力を「総合力」と称して、学力×人間力＝「総

合力」の向上に資する教育を実践します。この総合力は、正課内、正課外のさまざまな活動を通して身につきま

す。本学の教育は、この能力を活かして、予測困難な社会の変化に柔軟に対応し、チームの中で率先して活躍で

きるバイタリティーに富んだ将来有為なグローバル人材の育成を目指しています。

探究的な学修（アクティブ・ラーニング）
　本学では、すべての科目で、問題発見・問題解決学習、双方向教育、予習・復習、課題・演習、討議・発表、グルー

プワーク、反転授業（事前に予習をして授業に臨み、授業ではその内容について深く理解するための議論や教え

合いを行う形式の授業）等を取り入れた探究的な学修（アクティブ・ラーニング、以下ＡＬ）を積極的に導入し

ています。

　本学のＡＬの特徴は、教員による一方向の授業だけではなく、学生自身が能動的に学修することに主眼を置き、

教員と学生がともに授業を構築し、学びを深めるための工夫が取り入れられていることにあります。このため、

授業ごとに学生自身が自己点検を行い、気づきを通して自己成長に繋がるような学修が実践できます。

　アクティブな学習を実践するためには、学年を問わず学生同士が教えあうことや、企業の技術者、地域の方々

と世代や分野を超えて関わりながら学ぶことが必要です。本学では、そのための様々な場やプロジェクト活動を

提供していますので積極的に参加してください。

　大学院では、研究室の運営や他研究室を始めとする学外の研究機関や企業との協働、研究成果の発表を通して、

調整力や社会人としての基礎力を養います。また、後輩に対する指導力や研究グループのリーダーとしての能力

をもつ高度専門技術者としての素養が身につきます。自らの学修、研究のみならず同輩との切磋琢磨に加えて、

学部の後輩達に対する指導や助言等を通じて自らが成長する「場」としても充実した大学院生活なることに努め

てください。

学習支援計画書・e シラバス
　学習支援計画書（シラバス）は学生と教員との授業に関する大事なコミュニケーション手段です。受講の際は、

その授業科目を学習することによって何ができるようになるのか、成績評価の方法、各回の授業内容などを確認

して受講してください。学部、大学院教育においては、学習支援計画書と連動する学習管理システム（e シラバス）

上に詳細な授業内容や教材・課題などの情報を掲載する科目が多くあります。予習・復習、自己点検にこのシス

テムを活用し、学びの過程や自らの成長を振り返ることで、将来の進路を選択することに活用してください。

　さらに、教員は学生からの質問や相談を受けるためにオフィスアワー（様々な能力レベルの学生に応じて個人

教授する制度）と呼ぶ時間を設けています。不明な点を解決し自分の能力を伸ばす絶好の機会ですので、積極的

な活用を心がけてください。

　これらを活用することで、「自ら考え行動できる技術者」としての素養が身につくことを実感して充実した学

生生活を過ごしてください。
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学生心得
学生部長

佐藤 進

修学上の心得

　金沢工業大学は、皆さんを「自ら考え行動する技術者」の素養と「人間力」とを身につけた人材として、社会
に送り出すことを最も大切な教育目的としています。そのために、本学では、学生・教職員・理事会が「KIT-IDEALS」
という価値観を共有し共同して、教育活動を推進しています。
　また、平成 18 年に、本学学友会は、学生としてのモラルや倫理の向上を図るため「学生宣言」を全学議会に
おいて採択しました。この「学生宣言」は、各教室に「KIT-IDEALS」と共に掲示してあります。その序文に「学
生ひとり一人が、本学学生としての人間力を備えた行動をとり、また地域社会の一員としての責任を認識し、学
生宣言に掲げる行動規範を遵守します」とあるように、皆さんは学生としてのみならず市民としての責任と義務
とを意識した行動をとらなくてはなりません。この「学生宣言」に署名することで、その意味を理解し本学の学
生として歩みだすことになります。
　それは、本学で学ぶ皆さんは、学園を形成する一員として、大学を支え、大学の発展に寄与する責任と義務が
あるということです。学生は学ぶ者の立場で、教職員は導く者の立場でお互いに努力し、力を合わせ、より優れ
た環境を形成することで、皆さんは高いレベルの成長を手にすることができます。自分が所属する組織・集団の
発展や活力がひとり一人の幸せにつながっていきます。特に大学は高等教育機関として、一生涯自分を高めるた
めの絆をつないでいく共同体であることを忘れず、勉学のみならず倫理観の育成やマナーにおいても真摯な気持
ちで取り組んでください。学園全体で全力をあげて支援しますので、皆さんも自己実現に向かって一歩一歩着実
に前進されることを大いに期待します。

　学ぶ者の大切な姿勢は、自らが求めて学修しようとする意欲を持ち実践し、そして継続することにあります。「こ
うでなければならない」「こうしなければならない」という発想からは、苦悩や苦痛が生まれがちですが、「こう
したい」「ああなりたい」という発想から生まれる活動の先には、多少苦労することがあったとしても、楽しさ
やうれしさ、充実感が得られやすいものです。与えられるのではなく、自覚と目的意識を持ち、自ら積極的に学
ぼうとする姿勢が重要です。本学は、皆さんの努力を支援するシステムが確立されていますので、それらを十分
に活用し、学びに対して謙虚な気持ちと真剣な態度で情熱を注ぎ、卒業時に、これを学び」「これができるよう
になった」と明言できることを期待しています。本学は、面倒見の良い大学とは、このような姿勢の学生を全力
で支援することにあると考えています。

生活上の心構えと学生生活
　キャンパスルールや生活上のルールは、人間としての基本的なマナーと常識で成り立っています。そのような
ルールを守れない学生は、人としての信頼を失い、それまでのすべての努力が無になってしまうおそれがありま
す。十分な配慮と自戒を心がけてください。ルールを守れない人を皆さんは信用できるでしょうか。社会ではルー
ルを守れない人は、どのような評価を受けるでしょうか。他者から信頼されて仕事を任せてもらえるでしょうか。
さまざまな行動を起こす前に、少し止まって、他者の立場になって考えてみてください。 
　充実した学生生活のサポートを目的として「学生心得　Campus Diary」を配付しています。KIT-IDEALS にあ
るような行動規範を身に付け実践するための有意義な情報や、困ったときの対処方法・相談窓口なども掲載して
いますので、常に持ち歩いてください。
　皆さんが学ぶことを支えてくれている家族、協同している友人とのかかわり、支援を惜しまない教職員との関  
係を大切にし、自分自身の成長を目指して努力してください。皆さんの大学生としての一つ一つの行いが、この
先の皆さんの人生とどのように繋がってくるのかは現段階ではわかりません。しかし、それらが影響し合いなが
ら皆さんの未来を形づくっていくことは事実です。やるにせよ、やらないにせよ、よく考え、自らの責任のもと
に判断し、行動していってください。日々の営みの延長線上に自分の将来があることを胸に留め、実りある学生
生活を送っていくことを期待します。
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大学・大学院の構成
　金沢工業大学において、大学は 4 学部 12 学科、大学院は 3 研究科 11 専攻から構成されています。

　学部では、それぞれに関連する専門教育を通して、教養と識見が豊かで、社会において確かな技術者として高

い倫理観を備えた人材の育成を目指しています。

　大学院では、専門的かつ先進的な学術の理論および応用を教授、研究し、創造性豊かで優れた研究・開発能力

を有する研究者と高度な専門知識・能力を有する専門職業人の養成を行い、我が国の科学技術ならびに文化の発

展を担う人材の養成を目的としています。

大　　　学
工学部

機械工学科 EM

航空システム工学科 EA

ロボティクス学科 ER

電気電子工学科 EL

情報工学科 EP

環境土木工学科 EV

情報フロンティア学部 工学研究科

メディア情報学科 FM システム設計工学専攻 Y

経営情報学科 FS ビジネスアーキテクト専攻  I

心理科学科 FY 心理科学研究科

臨床心理科学専攻 P

建築学部 工学研究科

　建築学科 AA 建築学専攻 A

バイオ・化学部 工学研究科

応用化学科 BC
バイオ・化学専攻 B

応用バイオ学科 BB

虎ノ門大学院（社会人対象）

イノベーションマネジメント研究科

　イノベーションマネジメント専攻 Z

大　学　院
工学研究科

高信頼ものづくり専攻 S

機械工学専攻 M

電気電子工学専攻 E

情報工学専攻 D

環境土木工学専攻 C
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教育の特色
　金沢工業大学の教育目標は、「自ら考え行動する技術者の育成」です。

この目標を達成するために授業や課外活動を通じて実社会の課題にチームで

取り組み、アイデアの創出から具体化するまでのプロセスを常に意識し、自

らが考える習慣を徹底的に学ぶ教育を実践します。

　学生は、「何のために」、「何を学ぶのか」という自覚と目的を明確に持ち、

日々研鑚に努める必要があります。そのために、教職員はどれだけ学生が学

修して，技術者の素養となる基礎力を身につけたか、いかに学びつづける姿

勢が見られるかを注視し、学生の学びを支援するため次のような教育に取り

組みます。

教育付加価値日本一を目指す取り組み
　本学が最も重視することは、入学した学生の「力」を引き出し、「学力（基礎力と専門力）」ならびに「人間力

（社会で活躍することのできる力）」を高め、「学力×人間力＝総合力」を最大限に成長させることです。この「総

合力」を涵養するため、正課教育（授業）と正課外教育（課外活動）の相乗的な学修の実現を目指した教育シス

テムを展開します。これにより、学生は、正課教育ではチームで問題を発見・解決に取り組む教育を主としたカ

リキュラムのもとで学修し、正課外教育では正課教育で学修した知識・スキルを統合して実社会が抱える問題の

解決に取り組むことで、学生が「自ら考え行動する技術者」としての素養を身につけることを目指しています。

　本学では、学びに対して真摯な学生の向学心を一層奮い立たせるような環境・支援体制の整備に積極的に取り

組むことで、「教育付加価値日本一」を目指しています。

チームラーニングの推進
　探究的な学修（アクティブ・ラーニング）を前提としたチームラーニングでは、他者を尊重し協力し合うこと

が重要です。学びの過程で知識の修得だけでなく他者との協働で人間力も養われます。

　本学では、正課外においても学生同士で教え合い・学び合い、議論し、ものをつくり、実験できる環境

（ラーニング・コモンズ）で学生が主役となって教職員と共に学びを深めることができます。

　学生のみなさんには、こうした環境で学力と人間力を互いに高め合える学びの輪を主体的に創り出し、他の学

生や教職員との協働しつつも、ときとしてリーダーシップを発揮することが求められています。

TA・SA の活躍
　本学には、学生の学内勤務制度「教育補助員（大学院生：TA・学部生：SA）」を設定しています。TA・SA は、

その名の通り、教員を補佐する役割を担います。正課において、教員側の立場で履修学生からの質問に答えるの

みならず、ときには教員と共に授業の方針について話し合うこともあります。この制度の中でも、特にアクティ

ブ・ラーニングの輪の中心で活躍を期待されているのが「シニア TA・SA」です。

　シニア TA・SA は正課の授業内容について、正課内・外で学生の質問に解説・指導を行うことで、学習のサポー

トを行います。内容を理解した学生が、十分な理解に達していない学生に教えることで、授業内容を理解した学

生を増やし、さらに他の学生に繋ぐ「教え合いの連鎖」を創りだしています。

　また、シニア TA・SA が解説・指導した内容は、教員にもフィードバックされ、学生の視点、意見を取り入れ

ることにより、授業の改善が図られています。

物語の始まりへ
金沢工業大学の学生が主役のテレビ番組

「物語の始まりへ」
放送された番組は動画で視聴できます。
さまざまな活動に一生懸命取り組んでいる
学生の姿からも多くを学べます。

物語の始まりへ 検索


